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第 6 章　まだある水銀の用途
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水
銀
剤
と
い
う
こ
と
で
、
徐
々
に
製
品
規
制
の
網
が
か
け
ら
れ
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
の
食
品
・
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ

Ａ
）
が
１
９
９
８
年
に
マ
ー
キ
ュ
ロ
ク
ロ
ム
の
安
全
性
分
類
を
変
更
し
、
米
国
内
の
流
通
を
止
め
る
こ
と
に
踏
み

切
る
と
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
も
販
売
が
停
止
さ
れ
た
。
日
本
で
は
、
メ
ル
ブ
ロ
ミ
ン
原
液
の
製
造

こ
そ
行
っ
て
い
な
い
が
、
輸
入
し
た
原
液
を
国
内
で
精
製
水
と
調
合
し
、
製
品
と
し
て
販
売
し
て
い
る
。
し
か

し
、「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
の
規
定
に
よ
り
、
２
０
２
０
年
以
降
水
銀
を
使
用
し
た
局
所
消
毒
剤
の
製
造

が
規
制
さ
れ
る
た
め
、
マ
ー
キ
ュ
ロ
ク
ロ
ム
は
日
本
の
市
場
か
ら
も
早
晩
消
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

〇
あ
の
「
色
」
が
新
た
な
可
能
性
を
生
む
か
!?

そ
の
歴
史
に
幕
と
な
る
は
ず
の
マ
ー
キ
ュ
ロ
ク
ロ
ム
だ
っ
た
が
、
現
在
、
新
た
な
用
途
で
の
使
用
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
「
色
素
増
感
太
陽
電
池
」
と
い
う
未
来
型
技
術
の
候
補
物
質
と
し
て
で
あ
る
。
太
陽
電
池
は
、
シ
リ
コ

ン
を
用
い
た
も
の
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
種
類
が
多
く
、
新
た
な
技
術
開
発
も
進
ん
で
い
る
。
色
素

増
感
太
陽
電
池
は
、
１
９
９
１
年
に
発
明
さ
れ
た
「
グ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
・
セ
ル
」
で
世
界
的
に
注
目
さ
れ
、
近
年
多

く
の
研
究
者
が
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
構
造
は
、
負
極
（
二
酸
化
チ
タ
ン
や
酸
化
亜
鉛
）
と
ヨ
ウ
素
系
電
解

液
、
色
素
物
質
を
透
明
な
導
電
層
で
挟
み
込
む
シ
ン
プ
ル
な
も
の
だ
。
負
極
に
吸
着
し
て
い
る
色
素
物
質
は
、
光

が
当
た
る
と
励
起
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
状
態
へ
と
移
る
こ
と
）
さ
れ
て
電
子
を
負
極
に
渡
す
。
電
子
を
失
っ
た

色
素
は
、
電
解
液
中
の
ヨ
ウ
素
か
ら
電
子
を
奪
い
、
ヨ
ウ
素
は
正
極
か
ら
電
子
を
受
け
取
り
元
に
戻
る
。
色
素
増

感
太
陽
電
池
は
、
シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池
に
比
べ
て
光
電
変
換
効
率

は
劣
る
が
、
低
コ
ス
ト
で
、
構
造
上
、
変
形
可
能
な
材
料
で
作
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
た
だ
、
現
状
で
は
劣

化
が
早
く
、
耐
久
性
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

使
わ
れ
る
色
素
は
、
効
率
を
気
に
し
な
け
れ
ば
何
で
も
構
わ
な
い

が
、
マ
ー
キ
ュ
ロ
ク
ロ
ム
は
、
実
用
的
で
そ
こ
そ
こ
良
い
変
換
効

率
が
出
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
も
、
色
素
増
感
太
陽
電
池

の
開
発
は
進
ん
で
お
り
、
ど
の
色
素
が
適
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

結
論
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
色
素
の
選
択
に
よ
っ
て
は
絵

を
描
く
こ
と
も
で
き
る
な
ど
、
今
後
、
デ
ザ
イ
ン
的
な
観
点
か
ら

色
彩
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
揃
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
最
終
的

に
は
、
マ
ー
キ
ュ
ロ
ク
ロ
ム
の
特
徴
的
な
あ
の
赤
色
の
色
彩
的
嗜

好
が
採
否
の
決
め
手
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

色素増感太陽電池の原理
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